
宗
教
家
と
な
っ
て
、
師
匠
や
父
母
を
喜
ば
せ
た
い
ご
思
っ

た
。
然
し
そ
れ
が
永
く
緩
げ
ば
よ
い
の
だ
が
、
一
花
来
、
が
三

日
坊
主
の
代
表
者
に
も
の
、
ニ

H
の
問
は
自
奮
自
助
も
す

る
が
、
一
二
日
ご
な
る
ご
如
何
ど
も
す
る
事
の
出
来
同
意
気

地
な
し
に
、
己
一
人
で
き
め
た
の
で
は
奇
い
、
己
ご
文
際

し
て
ゐ
る
男
は
皆
、
己
を
意
気
地
な
し
ご
必
得
て
ゐ
る
。

兎
に
角
物
は
例
し

r、
明
日
か
ら
精
々
や
っ
て
見
ゃ
う
叫

要
す
る
仁
、
夏
は
人
間
が
墜
落
す
る
時

r‘
節
制
を
失

ふ
季

r、
生
来
人
聞
は
辛
捧
が
弱
い
か
ら
、
車
が
あ
や
う

い
、
を
ニ
が
弱
点
な
の

r。
己
も
自
然
の
理
仁
支
配
ぷ
れ

て
居
る
さ
思
へ
ば
泣
き
た
い
や
う
な
情
げ
な
い
思
ひ
が
す

る
、
然
し
今
迄
の
己
の
思
想
や
行
動
に
賛
成
す
る
奴
が
あ

れ
ば
、
日
本
閣
は
己
び
る
の

r。
大
聖
人
の
仰
せ
ら
れ
た

『
時
を
待
つ
可
き
の
み
。
』
の
時
は
来
花
、
一
日
も
早
〈
奮

起
畳
醒
し
て
闘
土
の
祉
厳
ご
人
類
の
幸
頑
を
は
か
る
宗
敬

家
ご
争
つ

τ、
己
見
た
よ
ふ
な
、
む
園
家
を
破
し
℃
貰
ひ

た
い
も
の
だ
、
さ
も
な
り
れ
ば
、
己
と
同
じ
〈
、
墜
落
坊

主
の
誹
b
を
甘
受
し
な
げ
れ
ば
争
ら
な
い
時
に
遭
遇
す
る

で
あ
ら
う
。
（
崎
将
）

異

韓

(lio) 

4じ、

同

宮

忍

青E

五
百
々
人
間
枇
曾
は
、
諺
に
云
ふ
旋
は
道
連
れ
世
は
情
け
。

た
さ
ひ
一
枚
の
着
物
一
一
粧
の
御
飯
で
も
、
皆
ニ
れ
何
十
人

何
百
人
の
カ
ど
汗
の
仁
慈
の
賜
。
互
に
相
寄
b
相
扶
り
て

双
方
持
も
つ
持
た
れ
つ
紅
互
仁
、
枇
曾
人
生
の
接
展
が
あ

る
。
宗
門
ご
て
も
此
通
り
。
本
門
の
御
本
管
を
打
仰
ぎ
、

王
偽
冥
合
の
戒
掴
を
三
園
一
日
」
飾
り
立
て
冶
妙
法
五
宇
の

旗
風
勇
し
〈
、
此
大
日
本
闘
を
中
心
仁
、
四
海
蹄
妙
。
世

界
統
一
を
理
想
ご
す
る
上
か
ら
は
、
百
五
十
高
の
信
徒
。

五
千
個
寺
の
寺
院
一
一
服
平
等
自
他
彼
此
の
心
な
く
、
七
百

年
来
雄
ム
ザ
し
〈
も
掲
げ
来
っ
た
金
招
牌
の
箔
を
増
乙
、
内

外
相
寄
り
異
俗
打
ご
り
盆
々
宗
門
の
説
明
展
宗
風
護
持
の
計

必
立
つ
べ
き
で
あ
る
。
其
秘
訣
ご
は
外
に
無
い
。
身
樫
は

十
人
が
十
人
争
が
ら
異
℃
居
て
も
、
心
は
百
人
が
百
人
な

が
ら
同
じ
く
一
つ

rε
云
ふ
『
異
鶴
岡
心
』
の
四
字
乙
れ
で

ゑ
U
e
Q
O

こ
、
に
同
心
ご
云
ふ
。
誰
の
心
に
回
心
す
る
の
か
、
云



ふ
ま
で
も
争
〈
、
一
家
に
は
小
借
さ
ん
も
居
れ
ば
番
頭
さ

ん
も
居
る
。
番
頭
さ
ん
が
小
借
さ
ん
の
心
に
同
心
し
て
好

奇
異
川
川
を
乙
、
小
借
さ
ん
も
番
頭
さ
ん
仁
同
心
し
て
勝
手

な
ニ
ご
計
り
し
て
は
、
家
は
乱
脈
、
商
責
は
出
来
ぬ
。
小

借
さ
ん
も
番
頭
さ
ん
も
、
等
し
く
主
人
の
心
を
心
ご
し
主

人
じ
同
心
し
℃
，
玉
、
、
家
も
囲
満
商
責
も
繁
昌
と
云
ふ
も

の
。
四
十
七
士
は
大
石
良
雄
一
人
の
心
ご
争
っ
て
む
君
の

迫
善
を
完
う
し
た
。
宗
門
に
先
師
先
哲
皐
者
信
徒
借
俗
ご

聴
ム
ザ
雑
多
に
仕
事
も
分
れ
身
躍
も
謹
ム
。
さ
れ
ざ
、
宗
門

た
る
一
－
家
族
の
主
人
は
誰
で
あ
る
。
一
城
一
固
に
馨
れ
ば

其
の
城
主
閥
主
は
申
す
ま
．
て
も
な
く
、
大
事
人
の
外
じ
な

い
。
き
れ
ば
「
H
蓮
ト
同
意
ナ
ク
バ
』
ご
仰
せ
ら
れ
、
『
白
蓮

ガ
一
類
ρ

異
韓
同
心
ナ
レ
バ
人
今
少
タ
候
ヘ
ド
毛
大
事
ヲ

成
ジ
ア
一
定
法
華
経
弘
？
9
ナ
ン
ト
畳
へ
候
』
ご
も
、
「
日

蓮
ガ
弟
子
檀
那
白
他
彼
此
ノ
心
ナ
ク
水
魚
ノ
思
ヲ
ナ
ジ
ア

異
臨
同
心
』
な
れ
、
『
若
然
一
フ
バ
庚
官
一
流
布
ノ
大
願
屯
叶
フ

イ
キ
モ
ノ
賊
剰
へ
日
湾
ガ
弟
チ
ノ
中
二
川
股
異
心
ノ
者
之

ア
レ
バ
城
者
ト
ジ
テ
域
ヲ
破
u
v
f
d

刀
如
ジ
」
ご
、
御
誠
め
下
呂

れ
て
居
る
。

既
じ
か
く
同
心
＝
し
ま
ゐ
ら
せ
た
上
か
ら
は
、
自
分
ご
同

じ
（
同
心
し
で
居
る
同
志
者
同
主
義
者
を
互
に
供
養
恭
敬

曾
重
讃
歎
し
、
担
架
経
の
「
内
エ
川
智
慧
ノ
弟
子
ア

9
－Y

備
法
ノ
深
義
ヲ
悟
9
外
ユ

ρ

清
博
ノ
檀
越
ア

F
ア
悌
訟
久

住
』
す
る
道
理
。
大
事
人
の
遣
を
修
行
す
る
も
の
は
、
正
し

〈
其
の
道
を
数
授
乙
て
下
さ
る
善
智
識
を
正
師
ご
仰
ぎ
、

道
を
修
行
す
る
同
行
者
同
志
者
は
『
忠

ν
ア
毛
法
華
法
ヲ

持
ッ
者
ヲ
バ
互
三
段
Y
ペ
カ
ヲ
ズ
』
ご
、
『
法
苓
経
ノ
功
徳

川
讃
ム

ν
バ
捕
功
徳
T

サ
M
F

』
ご
の
御
数
を
躍
し

E
じ
相

策
紬

ι、
互
に
扶
助
誘
披
し
、
内
は
正
法
を
護
持
乙
、
外

は
侮
を
傑
が
ね
ば
杏
ら
ぬ
。
『
同
行
讃
美
』
ご
は
こ
れ
で
あ

る
。
五
指
の
交
々
強
か
ん
よ
り
は
一
拳
に
如
か
令
。
一
人

一
人
の
力
は
以
て
一
つ
の
大
な
る
カ
に
及
ば
な
い
。
我
等

は
大
事
人
の
仰
を
其
偉
仁
上
は
教
授
の
善
智
識
。
下
は
外

護
の
善
智
識
。
同
行
相
侍
・
り
相
扶
上
下
等
し
〈
大
聖
人
の

必
を
心
ご
し
、
上
下
を
一
つ
に
乙
て
時
機
相
障
の
順
風
に
、

乗
台
船
の
迫
手
天
候
大
事
人
の
御
指
同
船
長
次
第
に
打
任

せ
、
凶
↑
持
続
妙
の
港
仁
入
る
や

5
共
に
力
を
添
へ
ね
ば
守

る

ま

い

。

以

上

。

(61) 


